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Abstract

火星の大気成分を概観する.
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1 下層大気の成分の観測方法

バイキング 1号, 2号による大気成分の分析は次のように行われた. まず, 着陸船の
まわりの気体を採取する. 採取した気体を質量分析器にかけて, 分子量を測定する.

質量分析器は真空容器中で走っている気体分子に磁場をかけて走路を曲げ, 分子の
質量によって曲り方が違うことを利用して, 気体の質量を測定する機械である. 観
測で得られた分子量の値から, 気体の種類を推定することができる.

バイキングの質量分析器の観測可能範囲は, 分子量にして 12∼200である. 分解能
は分子量が 200のところで, 1/200である. (Owen et al,1977)

2 火星大気の総量

ここではおおまかに火星大気の質量を見積もる. 静水圧平衡が成り立つとすると

p =
∫
ρgdz

が得られる. ここで, p は地表面気圧, ρ は大気の密度, g は重力加速度, z は大気の
高さをあらわす. 仮に火星大気の曲率と重力の変化を無視できるならば,

S
∫
ρdz = M

が成り立つ. ただし, S は火星の表面積, M は火星大気の質量である. この 2式
から,

M = S
p

g

が得られる. 地表面気圧が 6mb(600 [Pa])だとして, S, g の値を代入すると

M = 4π(3.4× 106)2 × 600

3.72
= 2.34× 1016 [Kg]

が得られる. 火星の大気が全て CO2だとすると, 得られた値は 5.32 × 1017 [mol]

に相当する.
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3 下層大気成分の観測結果

気体 重量比
CO2 95.32%

N2 2.7%

Ar 1.6%

O2 0.13%

CO 0.07%

H2O 0.03%

Ne 2.5ppm

Kr 0.3ppm

Xe 0.08ppm

O3 0.04∼0.2ppm

(Owen,1992)

4 放射性元素の同位体比

同位体比 地球 火星
12C/13C 89 90±5
16O/18O 489 490±25
14N/15N 272 170±15

36Ar/38Ar 5.3 5.5±1.5
40Ar/36Ar 296 3000±500

129Xe/132Xe 0.97 2.5

D/H 1.5× 10−4 (7.7± 0.3)× 10−4

(Owen,1992)
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